
山地の日陰に生える小型の多年草。茎はつるになり、長く伸びて地をはい、分枝し、葉を互生し、少し開出
毛がある。小葉は3個、倒卵形で、長さ1-3cm、薄く、鋸歯縁で、裏面は粉白を帯び、脈上に少し伏毛があ

る。花は頂生し、1個ずつ葉と向かい合ってつき、6-8月に咲く。

西播磨や丹波でも新たに確認されているが、生育地お
よび個体数ともに少ない。

生育地の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：高野温子

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

西播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州（近畿以北）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…ヒメヘビイチゴ
環境省ランク… －Potentilla  centigrana  Maxim.


